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議 事 日 程 
 

令和６年第１回定例市会第10日 

令和６年５月27日午前10時開議 

 

第１ 号 外 神戸市副市長選任の件 

第２ 号 外 神戸市監査委員選任の件 

第３ 号 外 神戸市農業委員会委員任命の件 

第４ 号 外 兵庫県公安委員会委員推薦の件 

第５ 関西広域連合議会議員選挙の件 

第６ 阪神水道企業団議会議員選挙の件 

第７ 兵庫県・神戸市調整会議委員選挙の件 

第８ 予 算 第 20号 議 案  令和６年度神戸市一般会計補正予算 

第９ 第 3 8 号 議 案 神戸市市税条例等の一部を改正する条例の件 

第10 第 3 9 号 議 案 神戸市立図書館条例の一部を改正する条例の件 

第11 第 4 0 号 議 案 兵庫県後期高齢者医療広域連合規約の変更の協議の件 

第12 第 4 1 号 議 案 神戸市国民健康保険条例及び神戸市国民健康保険財政安定化

基金条例の一部を改正する条例の件 

第13 第 4 2 号 議 案 神戸市立老人福祉施設条例の一部を改正する条例の件 

第14 第 4 3 号 議 案 指定管理者の指定の件（神戸市立和光園） 

第15 第 4 4 号 議 案 神戸市道路公社の事業変更について同意する件 

第16 第 4 5 号 議 案 土地及び建物売却の件（中央区東川崎町１丁目） 

第17 第 4 6 号 議 案 神戸市民の住環境等をまもりそだてる条例の一部を改正する

条例の件 

第18 第 4 7 号 議 案 神戸市空家空地対策の推進に関する条例の一部を改正する条

例の件 

第19 第 4 8 号 議 案 損害賠償額の決定及びこれに伴う和解の件 

第20 第 4 9 号 議 案 六甲アイランド東側臨港道路嵩上げ工事請負契約締結の件 

第21 第 5 0 号 議 案 神戸空港基本施設他整備工事（その２）請負契約締結の件 

第22 第 5 1 号 議 案 物品取得の件（高規格救急自動車） 

（関係常任委員長報告） 

第23 特別委員会の報告について 

第24 常任委員会委員、市会運営委員会委員及び特別委員会委員の選任について 

 

神 戸 市 会 議 長 
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安 達 和 彦 君 
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   （午前10時０分開議） 

  （坊議長議長席に着く） 

○議長（坊 やすなが君） ただいまより本日

の会議を開きます。 

  最初に、諸般の報告を申し上げます。 

  報道機関による傍聴席での撮影及び録音の

許可についてでありますが、朝日新聞社より

本日の本会議の模様を撮影及び録音したい旨

のお申出があり、許可いたしましたので御報

告申し上げます。 

  以上、報告を終わります。 

  これより議事に入ります。 

○議長（坊 やすなが君） 日程によりまして、

日程第１ 号外神戸市副市長選任の件を議題

に供します。 

  これより当局の説明を求めます。 

  久元市長。 

○市長（久元喜造君） ただいま上程になりま

した号外議案神戸市副市長選任の件につきま

して御説明申し上げます。 

  このたび副市長今西正男氏が７月12日をも

って任期満了となりますので、同氏を重ねて

選任いたしたいと存じます。 

  今西氏は、昭和58年に神戸市職員として採

用されて以来、医療産業都市・企業誘致推進

担当理事や都市局長などの主要な職及び副市

長を歴任し、市政全般にわたる豊富な行政経

験・行政手腕を有しています。 

  以上のように、同氏は副市長として適任と

認められますので、地方自治法第162条の規

定により、その選任について議会の同意を求

める次第であります。 

  何とぞよろしく御審議のほどお願い申し上

げます。 

○議長（坊 やすなが君） 当局の説明は終わ

りました。 

  本件に関し、発言の通告もありませんので、

本件は委員会の付託を省略し、同意すること

に決しまして御異議ございませんか。 

  （「異議なし」の声あり） 

○議長（坊 やすなが君） 御異議がないと認

めます。 

  よって本件は同意することに決定いたしま

した。 

  この際、今西副市長より御挨拶がございま

す。 

  今西副市長。 

  （今西副市長登壇） 

○副市長（今西正男君） 一言御挨拶を申し上

げます。 

  ただいま副市長選任の御同意を賜りまして、

心から厚く御礼を申し上げます。 

  甚だ微力ではございますが、引き続き久元

市長を補佐し、神戸の輝く未来に向けて全力

を傾注してまいる所存でございます。 

  議員各位におかれましては、今後ともより

一層の御指導・御鞭撻を賜りますようお願い

を申し上げまして、簡単ではございますけれ

ども御礼の御挨拶とさせていただきます。あ

りがとうございました。（拍手） 

○議長（坊 やすなが君） 御挨拶は終わりま

した。 

○議長（坊 やすなが君） 次に、日程第２ 

号外神戸市監査委員選任の件を議題に供しま

す。 

  この際、申し上げます。 

  本件については、地方自治法第117条の規

定により、該当の方は除斥されることになっ

ておりますので、御退席願います。 

  （該当議員退場） 

○議長（坊 やすなが君） これより当局の説

明を求めます。 

  久元市長。 

○市長（久元喜造君） ただいま上程になりま

した号外議案神戸市監査委員選任の件につき

まして、御説明申し上げます。 

  このたび、市会議員のうちから選任された

監査委員、しらくに高太郎氏が辞任されまし

たので、その後任として、菅野吉記氏を選任

いたしたいと存じます。 
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  菅野氏は、その人物、経歴、手腕等から見

まして、監査委員として適任と認められます

ので、地方自治法第196条第１項の規定に基

づき、その選任について議会の同意を求める

次第であります。 

  何とぞよろしく御審議のほどお願い申し上

げます。 

○議長（坊 やすなが君） 当局の説明は終わ

りました。 

  本件に関し、発言の通告もありませんので、

本件は委員会の付託を省略し、同意すること

に決しまして御異議ございませんか。 

  （「異議なし」の声あり） 

○議長（坊 やすなが君） 御異議がないと認

めます。 

  よって、本件は同意することに決定いたし

ました。 

  （該当議員入場） 

○議長（坊 やすなが君） 次に、日程第３ 

号外神戸市農業委員会委員任命の件及び日程

第４ 号外兵庫県公安委員会委員推薦の件を

一括議題に供します。 

  これより当局の説明を求めます。 

  久元市長。 

○市長（久元喜造君） ただいま上程になりま

した号外議案神戸市農業委員会委員任命の件

及び兵庫県公安委員会委員推薦の件につきま

して、一括御説明申し上げます。 

  神戸市農業委員会委員任命の件につきまし

ては、現委員19名が９月９日をもって任期満

了となりますので、農業委員会等に関する法

律の規定に基づき、６名の方を重ねて、13名

の方を新たに任命いたしたいと存じます。 

  農業委員は、農業に関する識見を有し、農

地等の利用の最適化の推進に関する事項、そ

の他の農業委員会の所掌に属する事項に関し、

その職務を適切に行うことができる者のうち

から任命することとされております。候補者

各氏とも、その人物、経歴等から見まして、

農業委員会の委員として適任と認められます

ので、農業委員会等に関する法律第８条第１

項の規定により、その任命について議会の同

意を求める次第であります。 

  兵庫県公安委員会委員推薦の件につきまし

ては、大内ますみ氏が７月31日をもって任期

満了となりますので、その後任として水谷恭

子氏を推薦いたしたいと存じます。 

  公安委員会は、警察行政の民主的管理機関

として設けられた行政委員会であり、委員５

名のうち２名は道、府または県が包括する指

定市の議会の議員の被選挙権を有する者で、

任命前５年間に警察または検察の職務を行う

職業的公務員の前歴のない者のうちから推薦

することとされております。 

  水谷氏は法律に関する豊富な知識・実務経

験を有しておられるとともに、神戸市行政不

服審査会会長をはじめとした委員を歴任して

おられます。また、就任の打診に対しては、

公安委員会が警察行政の公正・中立を保障す

る民主的な執行機関であることの重要性をし

っかりと受け止め、これまでの経験を生かし、

市民の代表としての自身の役割を全うしたい

と考えておりますとの抱負を頂いており、兵

庫県公安委員会委員として適任と認められま

すので、警察法第39条第１項ただし書きの規

定により、その推薦について議会の同意を求

める次第であります。 

  以上、何とぞよろしく御審議のほどお願い

申し上げます。 

○議長（坊 やすなが君） 当局の説明は終わ

りました。 

  本件に関し、発言の通告もありませんので、

本件は委員会の付託を省略し、同意すること

に決しまして御異議ございませんか。 

  （「異議なし」の声あり） 

○議長（坊 やすなが君） 御異議がないと認

めます。 

  よって、本件はいずれも同意することに決

定いたしました。 

○議長（坊 やすなが君） 次に、日程第５ 
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関西広域連合議会議員選挙の件を議題に供し

ます。 

  本件は、欠員となっている関西広域連合議

会の神戸市会選出議員を、関西広域連合規約

第９条の規定に基づき選挙しようとするもの

であります。 

  本件選挙の方法は、単記無記名投票により

決します。 

  直ちに議場の出入口を閉鎖いたします。 

  （閉扉） 

○議長（坊 やすなが君） これより投票用紙

を配付いたします。 

  （投票用紙配付） 

○議長（坊 やすなが君） 投票用紙の配付漏

れはございませんか。 

  （なし） 

○議長（坊 やすなが君） 配付漏れなしと認

めます。 

  投票箱の点検をいたします。 

  （投票箱点検） 

○議長（坊 やすなが君） それでは、１番前

田あきら君より順次投票願います。 

  （投票） 

○議長（坊 やすなが君） 投票漏れはござい

ませんか。 

  （なし） 

○議長（坊 やすなが君） 投票漏れなしと認

めます。 

  よって、投票は終了いたしました。 

  これより開票をいたします。 

  開票立会人を指名いたします。 

  前田あきら君、 

  岩谷しげなり君、 

  木戸さだかず君、 

  浅井美佳君、 

  岩佐けんや君、 

  以上５名の方を御指名いたします。 

  それでは、開票立会人の方はお願いをいた

します。 

  （５立会人立会・開票） 

○議長（坊 やすなが君） 開票の結果を御報

告申し上げます。 

  出席議員数     65名 

  投票総数      65票 

   有効投票     55票 

   無効投票     10票 

  有効投票中 

   川内清尚君    20票 

   黒田武志君    18票 

   坊池 正君    17票 

   以上であります。 

  よって、川内清尚君、黒田武志君が当選さ

れました。 

  議場の閉鎖を解きます。 

  （開扉） 

○議長（坊 やすなが君） 次に、日程第６ 

阪神水道企業団議会議員選挙の件を議題に供

します。 

  本件は、阪神水道企業団議会の神戸市会選

出議員のうち、欠員となっている６名の議員

を、阪神水道企業団規約第７条の規定に基づ

き選挙しようとするものであります。 

  この際、お諮りいたします。 

  本件選挙の方法は投票の煩を省き、議長よ

り指名いたしたいと存じますが、御異議ござ

いませんか。 

  （「異議なし」の声あり） 

○議長（坊 やすなが君） 御異議がないと認

めます。 

  それでは、これより御指名申し上げます。 

  阪神水道企業団議会議員は、お手元の阪神

水道企業団議会議員名簿のとおり御指名申し

上げます。 

  御異議ございませんか。 

  （「異議なし」の声あり） 

○議長（坊 やすなが君） 御異議ないと認め

ます。 

  それでは、さよう決定いたしました。 

○議長（坊 やすなが君） 次に、日程第７ 

兵庫県・神戸市調整会議委員選挙の件を議題
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に供します。 

  本件は、兵庫県・神戸市調整会議の神戸市

会選出委員のうち、欠員となっている１名の

委員を、地方自治法第252条の21の２の規定

に基づき選挙しようとするものであります。 

  この際、お諮りいたします。 

  本件選挙の方法は、投票の煩を省き、議長

より指名いたしたいと存じますが、御異議ご

ざいませんか。 

  （「異議なし」の声あり） 

○議長（坊 やすなが君） 御異議がないと認

めます。 

  それでは、これより御指名申し上げます。 

  兵庫県・神戸市調整会議委員は、お手元の

兵庫県・神戸市調整会議委員名簿のとおり御

指名申し上げます。 

  御異議ございませんか。 

  （「異議なし」の声あり） 

○議長（坊 やすなが君） 御異議がないと認

めます。 

  それでは、さよう決定いたしました。 

○議長（坊 やすなが君） 次に、日程第８ 

予算第20号議案より、日程第22 第51号議案

に至る15議案、一括議題に供します。 

  これより、委員会審査の経過並びに結果に

ついて、関係常任委員長の報告を求めます。 

  まず、総務財政委員会委員長吉田健吾君。 

  （38番吉田健吾君登壇） 

○38番（吉田健吾君） ただいま議題となりま

した諸議案中、本委員会所管分の予算第20号

議案の関係分及び第38号議案、以上合計２議

案について一括御報告申し上げます。 

  まず、予算第20号議案の関係分は、財政需

要への対応として予備費の減額のため、予算

を補正しようとするものであります。 

  次に、第38号議案は、令和６年度税制改正

による地方税法の改正等に伴い、神戸市市税

条例を改正しようとするものであります。 

  委員会は審査の結果、いずれも原案を承認

することに決定いたしました。 

  以上、報告を終わります。 

○議長（坊 やすなが君） 次に、教育こども

委員会委員長門田まゆみ君。 

  （28番門田まゆみ君登壇） 

○28番（門田まゆみ君） ただいま議題となっ

ております諸議案中、本委員会所管分の第48

号議案について御報告申し上げます。 

  第48号議案は、平成30年９月、井吹西小学

校において、在籍していた相手方が体育の授

業中に教諭とストレッチを行ったところ、左

大腿骨骨折を負った事故について損害賠償額

を決定し、和解をしようとするものでありま

す。 

  委員会は、審査の結果、原案を承認するこ

とに決定いたしました。 

  以上、報告を終わります。 

○議長（坊 やすなが君） 次に、福祉環境委

員会委員長朝倉えつ子君。 

  （29番朝倉えつ子君登壇） 

○29番（朝倉えつ子君） ただいま議題となっ

ております諸議案中、本委員会所管分の予算

第20号議案の関係分及び第40号議案から第43

号議案に至る４議案、以上合計５議案につい

て一括して御報告申し上げます。 

  まず、予算第20号議案の関係分は、和光園

の指定管理について債務負担行為を設定する

に当たり、予算を補正しようとするものであ

ります。 

  次に、第40号議案は、被保険者証の廃止に

伴う兵庫県後期高齢者医療広域連合規約の変

更について、関係地方公共団体と協議しよう

とするものであり、次に、第41号議案は、保

険料の軽減措置に係る規定を改正しようとす

るものであります。 

  次に、第42号議案は、神戸市立ケアハウス

和光園の廃止等をしようとするものであり、

次に、第43号議案は、神戸市立和光園の指定

管理者として社会福祉法人神戸光有会を指定

しようとするものであります。 

  委員会は審査の結果、いずれも原案を承認
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することに決定いたしました。 

  以上、報告を終わります。 

○議長（坊 やすなが君） 次に、建設防災委

員会委員長高橋としえ君。 

  （35番高橋としえ君登壇） 

○35番（高橋としえ君） ただいま議題となっ

ております諸議案中、本委員会所管分の予算

第20号議案の関係分、第44号議案、第51号議

案、以上合計３議案について一括御報告申し

上げます。 

  まず、予算第20号議案の関係分は、神戸市

道路公社有料道路事業につきまして、債務負

担行為を設定するに当たり、予算を補正しよ

うとするものであります。 

  次に、第44号議案は、神戸市道路公社が、

西神戸有料道路事業等の工事予算等の変更に

ついて、国土交通大臣に許可を申請するに当

たりまして、道路管理者である本市に対して

同意を求められたので、これに同意しようと

するものでございます。 

  次に、第51号議案は、高規格救急自動車６

台を買い入れようとするものであります。 

  委員会は審査の結果、いずれも原案を承認

することに決定いたしました。 

  以上、御報告を終わります。 

○議長（坊 やすなが君） 次に、経済港湾委

員会委員長山本のりかず君。 

  （19番山本のりかず君登壇） 

○19番（山本のりかず君） ただいま議題とな

っております諸議案中、本委員会所管分の予

算第20号議案の関係分、第39号議案、第49号

議案、第50号議案、以上合計４議案について

一括御報告申し上げます。 

  まず、予算第20号議案の関係分は、旧農業

公園再整備に向けた基幹インフラ整備の更新

及びワイン醸造設備の撤去に取り組むため予

算を増額するほか、新北区文化センター等の

整備において、建築資材の急激な高騰などの

影響を受け入札不調となったため、改めて債

務負担行為を設定するに当たり、予算を補正

しようとするものであります。 

  次に、第39号議案は、垂水図書館の再整備

に伴い、所在地を変更するとともに、地下１

階に整備する自転車駐輪場について利用料金

の上限額を定めようとするものであります。 

  次に、第49号議案は、六甲アイランドの高

潮対策として、臨港道路等のかさ上げ等を行

うに当たり、工事請負契約を締結しようとす

るものであります。 

  次に、第50号議案は、神戸空港の機能強化

に伴い、空港基本施設である駐機場を拡張す

るに当たり、工事請負契約を締結しようとす

るものであります。 

  委員会は審査の結果、いずれも原案を承認

することに決定いたしました。 

  以上、報告を終わります。 

○議長（坊 やすなが君） 次に、都市交通委

員会委員長平野達司君。 

  （24番平野達司君登壇） 

○24番（平野達司君） ただいま議題となって

おります諸議案中、本委員会所管分の予算第

20号議案の関係分、第45号議案、第46号議案

及び第47号議案、以上合計４議案について一

括御報告申し上げます。 

  まず、予算第20号議案の関係分は、鈴蘭台

駅北地区土地区画整理事業において、道路整

備等の工期を延長するため債務負担行為を設

定するに当たり、予算を補正しようとするも

のであります。 

  次に、第45号議案は、本市が所有する中央

区東川崎町１丁目の土地建物を一般競争入札

の落札者に売却しようとするものであります。 

  次に、第46号議案は、都市計画の決定に伴

い地区計画の区域内において建築物の制限及

び緩和をするに当たり、条例の一部を改正し

ようとするものであります。 

  次に、第47号議案は、特定空家等になるお

それのある空き家に対し、指導及び勧告の処

置を行えるようになる法改正に伴い、条例の

一部を改正しようとするものであります。 
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  委員会は審査の結果、いずれも原案を承認

することに決定いたしました。 

  以上、報告を終わります。 

○議長（坊 やすなが君） 以上で委員長の報

告は終わりました。 

  委員長の報告に関し、御質疑はございませ

んか。 

  （「なし」の声あり） 

○議長（坊 やすなが君） 御質疑がなければ、

これより討論の通告がありますので、発言を

許可いたします。 

  49番大かわら鈴子君。 

  （49番大かわら鈴子君登壇）（拍手） 

○49番（大かわら鈴子君） 私は、日本共産党

神戸市会議員団を代表して、第38号議案、第

40号議案から第44号議案、第46号議案、第50

号議案について、委員長報告に反対して討論

を行います。 

  第41号議案神戸市国民健康保険条例及び国

民健康保険財政安定化基金条例の一部を改正

する条例の件は、国民健康保険の都道府県化

の方針の下で、神戸市の独自控除を廃止しよ

うとするものです。 

  これまで神戸市は、障害者世帯、独り親世

帯、子供を扶養している世帯等に対して独自

控除を行い、高過ぎる保険料の負担軽減を図

ってきました。ところが、このたびの廃止に

より影響を受ける約２万世帯は、40歳未満の

介護分の保険料がかからない世帯では約４万

6,000円、40歳以上65歳未満の介護分の保険

料がかかる世帯では約６万2,000円もの大幅

値上げとなります。基金条例を改正し、令和

７年から12年までの間、激変緩和措置を取る

とされていますが、一時的なものであり、こ

れでは何の解決にもなりません。 

  物価高騰や公共料金の値上げなど、次々と

暮らしへの負担が増え、将来的な見通しも困

難な折、委員会審査で局長も認められたよう

に、保険料が払いたくても払えない事態にな

りかねず、これは受診抑制につながります。 

  国民健康保険は、国保法第１条に明確に規

定されているように、国民皆保険の基礎の社

会保障であり、神戸市の言う相互扶助の制度

ではありません。今年も保険料は値上がりし

ており、負担は増加しています。高過ぎる保

険料の引下げのため、独自控除は存続させる

べきです。 

  第42号議案神戸市立老人福祉施設条例の一

部を改正する条例の件、第43号議案指定管理

者の指定の件は、神戸市立和光園の指定管理

化に伴い、ケアハウスを廃止しようとするも

のです。 

  市内では高齢化に伴い、民間の有料老人ホ

ームやサービスつき高齢者住宅は増加してい

ますが、初期費用や月額費用が高額であり、

とても入れないとの声が多数上がっています。

厚生労働省は、軽費老人ホームを無料または

低額の料金で食事の提供、その他、日常生活

上必要な便宜を供与することを目的とする施

設としており、和光園には生活環境上の困難

や、経済的理由などにより自宅での生活が困

難な方が入居をされています。 

  和光園の現在の定員は、ケアハウス50人、

養護老人ホーム80人、救護施設50人となって

いますが、ケアハウスの廃止で大幅な定員枠

の削減となってしまいます。困難を抱えた高

齢者のよりどころである施設は、廃止ではな

く存続こそさせるべきです。また、国の通知

に伴い、利用料も引き上げるとされています

が、このような高齢者に負担を増やすべきで

はありません。 

  第46号議案神戸市民の住環境等をまもりそ

だてる条例の一部を改正する条例の件は、王

子公園の再整備のため、地区計画の決定に基

づいて条例改正を行うものです。大学誘致あ

りきの王子公園再整備計画に対して、市民か

らは見直しを求める声が上がり続けており、

都市計画審議会では採決時に挙手しない委員

が出るなど、異例の事態となっています。 

  また、公園緑地審議会では、委員から、都
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市公園法第16条第１項、公益上特別の必要が

ある以外はみだりに都市公園の区域の全部ま

たは一部について、都市公園を廃止してはな

らないとの規定が示され、大学誘致がそれに

当たるのかという厳しい指摘がされました。 

  この間の本会議や委員会審査の答弁では、

公益上特別の必要性の根拠として、若年人口

の流入・定着、イノベーション機能の創出、

学生による地域貢献や経済的貢献など、様々

挙げられましたが、どれを取っても王子公園

ではない別の場所でも十分成り立つものばか

りであり、到底、特別の必要性とは言えませ

ん。 

  また、これまで動物園施設の老朽化が言わ

れ、リニューアルの必要性が繰り返し強調さ

れてきました。ところが、その財源として市

長から示されたのが、大学誘致による土地の

売却代100億円です。神戸市自ら予算措置を

するのではなく、市民の財産である王子公園

を切り売りした対価で賄おうというのです。

反対する市民の声には背を向けておきながら、

あまりにも身勝手な話ではないでしょうか。

これまでに提出された７万6,000筆の署名に

込められた市民の思いに真摯に向き合うべき

です。大学誘致ありきの王子公園再整備計画

は見直すべきです。 

  第50号議案神戸空港基本施設他整備工事

（その２）請負契約締結の件は、空港の機能

強化に伴い、空港基本施設である駐機場を拡

張するものです。 

  神戸市は、2030年の神戸空港国際化ととも

に来年４月の大阪万博に間に合わせるとして、

急ピッチで計画を強行しています。しかし、

大阪万博やその後のカジノ運営などについて、

市民からは厳しい目が向けられています。空

港の国際化は関西空港の需要次第であり、決

定したことではありません。過大な需要予測

に基づき、巨額の予算を投入するこの計画は

認められません。 

  以上、議員の皆様の御賛同をお願いいたし

まして、討論といたします。（拍手） 

○議長（坊 やすなが君） 討論は終わりまし

た。 

  これより順次お諮りいたします。 

  まず、第46号議案についてお諮りいたしま

す。 

  本件を委員長の報告どおり決することに賛

成の方の起立を求めます。 

  （賛成者起立） 

○議長（坊 やすなが君） 起立多数でありま

す。 

  よって、本件は原案のとおり可決されまし

た。 

  次に、第38号議案、第40号議案から第44号

議案に至る５議案及び第50号議案、以上合計

７議案についてお諮りいたします。 

  本件を委員長の報告どおり決することに賛

成の方の起立を求めます。 

  （賛成者起立） 

○議長（坊 やすなが君） 起立多数でありま

す。 

  よって、本件は原案のとおり可決されまし

た。 

  次に、予算第20号議案、第39号議案、第45

号議案、第47号議案から第49号議案に至る３

議案及び第51号議案、以上合計７議案につい

てお諮りいたします。 

  本件は委員長の報告どおり決しまして御異

議ございませんか。 

  （「異議なし」の声あり） 

○議長（坊 やすなが君） 御異議がないと認

めます。 

  よって、本件はいずれも原案のとおり可決

されました。 

○議長（坊 やすなが君） 次に、日程第23 

特別委員会の報告について議題に供します。 

  本件は、外郭団体に関する特別委員会、大

都市行財政制度に関する特別委員会及び未来

都市創造に関する特別委員会における過去１

年間の活動経過について、それぞれ報告を求
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めるものであります。 

  これより順次報告を求めます。 

  まず、外郭団体に関する特別委員会委員長

植中雅子君。 

  （40番植中雅子君登壇） 

○40番（植中雅子君） 外郭団体に関する特別

委員会の活動状況について、御報告申し上げ

ます。 

  本委員会は、地方自治法第221条第３項に

定められた市の出資団体のうち、出資率の高

い団体32団体を対象に、その運営の実態を把

握するとともに、事業効果について調査を行

うものであります。各団体における事業の実

施状況や財政状況、経営改善の取組等につい

て当局の報告を求め、審査を行うとともに、

必要に応じて実地視察を行うなど精力的に活

動してまいりました。 

  委員会審査においては、委員から、各団体

の事業実施の基本的な考え方、今後の方向性、

在り方はもとより、それぞれの団体の課題や

問題点等について熱心な質疑がなされました。

昨年５月には、ここ数年大きな影響を与えて

きた新型コロナウイルス感染症の感染症法に

おける位置づけが５類へと移行し、日常への

回帰が見られる一方で、従来から言われてい

る人口減少や少子・高齢社会、エネルギー・

食料品等の価格高騰など、社会経済情勢は

日々変化しております。 

  こうした変わりつつある時代の中で、各団

体において、市民・事業者のニーズを的確に

把握するとともに、現場の声を大切にし、自

立した経営基盤の下で、効果的かつ効率的な

市民サービスの提供に努めるべきであります。 

  さらに、今後の人口減少による経済規模の

縮小や労働人口の減少等による厳しい状況の

中、多様化した市民ニーズに対応していくた

めにも、デジタル化・ＤＸ化の推進により生

産性を向上していくとともに、魅力的な人材

を確保していくことも重要であります。 

  今後の外郭団体運営に当たっては、団体の

目的や役割を一層明確にし、市と共に課題解

決や使命の達成に取り組んでいくことが求め

られます。そのためには、神戸市全体として

一体的で質の高い公的サービスを提供できる

仕組みを構築するため、外郭団体の自主性を

発揮させつつ、市として統括・調整を十分に

行っていくことが重要であります。そうした

取組により、ますますの団体の発展とともに、

市民への利益還元が図られるような好循環が

もたらされることを期待しているところであ

ります。 

  令和３年８月に公表された外郭団体の抜本

的な見直し方針を踏まえ、翌３月には各外郭

団体における経営改革プランが公表されてお

ります。引き続き団体と市と綿密に連携して

いただき、これまで述べた観点を踏まえ、着

実に実行していただきますようお願い申し上

げます。 

  なお、各外郭団体の固有の課題や問題点に

ついては、委員会の審査過程において各委員

から述べられた意見・要望などを十分に踏ま

え、今後の事業運営の中で対応していかれる

よう申し上げます。 

  以上、委員会の活動状況について御報告申

し上げ、議員各位の御了承を賜りたいと存じ

ます。 

○議長（坊 やすなが君） 次に、大都市行財

政制度に関する特別委員会委員長髙瀬勝也君。 

  （46番髙瀬勝也君登壇） 

○46番（髙瀬勝也君） 大都市行財政制度に関

する特別委員会の活動について、御報告申し

上げます。 

  本委員会は、大都市税財政制度の確立や大

都市制度及び広域連携の在り方について調査

をするため活動してまいりました。 

  大都市税財政制度の確立に関しましては、

当局に対して、国への要望活動に関する報告

を求めるとともに、大都市財政の実態に即応

する財源の拡充を図るため、他の指定都市議

会の関係委員会と連携し、政府及び国会に対
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して要望活動を行いました。 

  大都市制度及び広域連携の在り方に関しま

しては、大都市制度をめぐる動向や、関西広

域連合をはじめとする広域連携における取組

などについて当局に報告を求め、議論を深め

るとともに、「多様な大都市制度の実現に向

けて」をテーマに、学識経験者を参考人とし

て招致し、意見を聴取するなど、調査を進め

てきたところでございます。また、「課税自

主権の活用」、「大都市における都市戦略」、

「近隣自治体との連携」などをテーマに行政

調査を実施しました。 

  続きまして、本委員会が他の指定都市議会

の関係委員会と共に行った要望活動について

御報告申し上げます。 

  税制関係では、真の分権型社会を実現する

ための国・地方間の税源配分の是正、大都市

特有の財政需要に対応した都市税源の拡充強

化、事務配分の特例に対応した大都市特例税

制の創設などを求めるとともに、財政関係で

は、国庫補助負担金の改革、国直轄事業負担

金の廃止、地方交付税の必要額の確保と臨時

財政対策債の廃止などを求めました。 

  また、本市独自の要望として、コロナ禍か

らの回復及び物価高騰対策をはじめ、神戸空

港の国際化を契機とした取組の推進、カーボ

ンニュートラルの推進、神戸港の機能強化、

都心・三宮再整備の推進、産官学連携による

革新的な起業・高度人材育成の推進、子育

て・教育環境の充実、高齢者・障害者施策等

の推進などを求めました。 

  その結果、令和６年度の地方財政計画では、

地方交付税等の一般財源総額について、交付

団体ベースで前年度を上回る額が確保され、

地方交付税総額においても前年度を上回る額

が確保されるとともに、臨時財政対策債は大

幅に抑制されました。 

  また、令和６年度政府予算において、神戸

空港の国際化を契機とした取組の推進として、

神戸空港の機能強化及び周辺環境整備などの

取組に対する財政支援、グリーントランスフ

ォーメーションの推進として、水素エネルギ

ーの利活用促進や供給体制の確立、都心・三

宮の再整備の推進として、神戸三宮駅交通タ

ーミナル整備事業に対する事業費の確保、子

育て・教育環境の充実として、保育士の配置

基準見直しによる保育の質の向上に対する財

政支援などについて、予算計上されたところ

です。 

  以上のように、委員各位の熱心な活動によ

り、一定の成果が得られたところではありま

すが、大都市共通の行政需要は増加し続けて

おり、今後も厳しい財政運営が続くものと予

想されます。また、新型コロナウイルス感染

症が５類に移行し、日常への回帰が進む一方、

長引くエネルギー価格・物価高騰による市民

や市内事業者への影響は増しており、今後の

先行きも依然として不透明です。 

  これらの影響から脱却を図るためにも、政

令指定都市は圏域における中枢都市として、

我が国を牽引するエンジンとなり、諸課題に

対し先駆的かつ先導的役割を果たすことが求

められています。この役割を果たし、持続可

能な大都市経営を行っていくためにも、地域

の特性に応じた多様な大都市制度の実現が必

要であり、本委員会としても議論をより一層

深め、他の指定都市とも連携しながら、国に

対して新たな大都市制度の早期実現を求めて

いく必要があると考えるところでございます。 

  以上、本委員会の活動についての報告とい

たします。 

○議長（坊 やすなが君） 次に、未来都市創

造に関する特別委員会委員長黒田武志君。 

  （20番黒田武志君登壇） 

○20番（黒田武志君） 未来都市創造に関する

特別委員会の活動状況について、御報告申し

上げます。 

  本委員会は、神戸市会初の試みとして、市

当局が提案する政策をただすだけではなく、

議会の立場から独自の政策提言を行うことを
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目指して、平成26年度に設置されました。設

置以来、新たな時代の神戸のまちづくりはど

うあるべきかについて、専門的知見などを活

用しながら、調査・議論を行い、様々なテー

マで市長に対して提言を行ってまいりました。 

  令和５年度は、全国的な人口減少トレンド

の中でＤＸ、働き方改革等の進展も踏まえな

がら、定住人口の増加、人口減少対策につな

がる魅力ある神戸のまちづくりや、未来志向

と都市政策の在り方を基本テーマとし、幅広

い観点から調査・議論を行いました。 

  委員会の主な活動として、それぞれ異なる

観点から４人の参考人を招致し、意見聴取及

び意見交換を行うとともに、他都市の先進事

例についての実地調査を実施しました。 

  参考人招致では、まず中央大学文学部教授、

山田昌弘氏を招致し、「少子化対策は失敗し

たのか」をテーマに、少子化の現状や原因、

少子化がもたらす今後の新しい課題、有効な

少子化対策について意見聴取及び意見交換を

行いました。 

  次に、島根大学法文学部教授、関 耕平氏

を招致し、「住民とともに進める持続可能な

地域づくり－都市と農村の協働・発展をどう

切り開くか」をテーマに、地域活性化の豊富

な事例を御紹介いただきながら、住民と行政

がどのように協力し合い、まちづくりを進め

ていくかについて意見聴取及び意見交換を行

いました。 

  次に、川崎重工業株式会社技術開発本部副

本部長、加賀谷博昭氏を招致し、「人口減少

社会を見据えたＡＩ活用による地域活性化の

可能性」をテーマに、ロボット技術によ

る生産性向上やＡＩの活用例、神戸に開

設されたＭｉｃｒｏｓｏｆｔ ＡＩ Ｃ

ｏ－Ｉｎｎｏｖａｔｉｏｎ Ｌａｂの活

用について意見聴取及び意見交換を行い

ました。 

  次に、合同会社公共コミュニケーション研

究所代表ＣＥＯ・東海大学文化社会学部教授、

河井孝仁氏を招致し、「シティプロモーショ

ンを考える」をテーマに、住民の関与意欲を

増やす手法や効果的なプロモーション、シビ

ックプライドについて意見聴取及び意見交換

を行いました。 

  実地調査では、高い合計特殊出生率を達成

した岡山県奈義町で実践されている先進事例

について調査を行いました。大人と子供が世

代を越えて交流できる子育て等支援施設、な

ぎチャイルドホームや、人・地域・仕事をつ

なぐ、奈義しごとえんを訪問し、その取組に

ついて説明聴取や実地視察を行いました。 

  こうした調査活動を踏まえ、各委員の課題

認識に基づいた委員間討議を重ねた結果、子

育て支援やＡＩの活用、地域活性化など、多

分野にわたる内容を全会派一致で15項目にま

とめた提言書「人口減少社会を見据えた新た

な時代の神戸のまちづくり」を、４月８日に

久元市長に提出いたしました。 

  ４月16日には、委員会の活動状況や市長へ

の提言内容を市民の皆様に御報告するため、

市民報告会を本会議場で開催いたしました。

幅広い年代の皆様に御参加いただき、また事

前の御質問や開催後のアンケートでも、多く

の御意見を頂くことができました。皆様の関

心の高さを改めて認識するとともに、我々と

いたしましても、今後の活動に生かしていき

たいと存じます。 

  以上、委員会の活動状況について御報告を

申し上げましたが、当局におかれましては、

本委員会からの提言内容も考慮しながら、魅

力ある神戸のまちづくりや未来志向の都市政

策においても、積極的に施策に反映させるよ

う強く要望し、委員長報告といたします。 

○議長（坊 やすなが君） 以上で報告は終わ

りました。 

○議長（坊 やすなが君） 次に、日程第24 

常任委員会委員、市会運営委員会委員及び特

別委員会委員の選任について議題に供します。 

  本件は、常任委員会委員及び市会運営委員
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会委員については、委員会条例第６条第１項

の規定に基づき、また外郭団体に関する特別

委員会委員、大都市行財政制度に関する特別

委員会委員及び未来都市創造に関する特別委

員会委員については、委員全員より辞任願が

提出され、議長において許可いたしましたの

で、その後任委員について委員会条例第６条

第１項の規定に基づき、それぞれ議長より指

名しようとするものであります。 

  まず、常任委員会の委員定数についてお諮

りいたします。 

  本件については、委員会条例第２条第４項

の規定に基づき、総務財政委員会、教育こど

も委員会、福祉環境委員会、建設防災委員会

及び経済港湾委員会はそれぞれ11名、都市交

通委員会は10名といたしたいと存じますが、

御異議ございませんか。 

  （「異議なし」の声あり） 

○議長（坊 やすなが君） 御異議がないと認

めます。 

  それでは、さよう決定いたしました。 

  次に、各委員会の委員を御指名申し上げま

す。 

  各委員会委員はそれぞれお手元の常任委員

会委員名簿、市会運営委員会委員名簿及び特

別委員会委員名簿のとおり御指名申し上げま

す。 

  以上で本日の日程は全部終了いたしました。 

  この際、申し上げます。 

  次回本会議は、明日５月28日午前10時に開

きます。 

  なお、ただいま在席の各位には、文書によ

る開議通知は省略させていただきますので、

さよう御了承願います。 

  本日はこれをもって散会いたします。 

   （午前10時57分散会） 
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